





Beginning of Latvian Statehood: 
From the Diplomatic Activities of the First Foreign Minister Z. A. Meierovics
Sonoko SHIMA
　　This paper attempts to make clear the integrity and the continuity of the statehood of the 
Republic of Latvia (Latvijas Republika). Research shows that the British Government recognized 
Latvia de facto on 11, November 1918. Z. A. Meierovics (1887-1925), who had been an envoy to 
London from the Latvian (Lettish) Provisional National Council, received an official note signed by 
James Balfour on that date. In it the British government welcomes the state of Latvia and asserts 
that the British government is “glad to reaffirm their readiness to grant provisional recognition to 
the Lettish National Council as a de facto independent body until such time as the Peace Conference 
lays the foundations of a new era of freedom and happiness for your people.”
　　The Latvian People’s Council proclaimed Latvia’s independence on 18, November 1918, and on 
the next day Meierovics was appointed foreign minister. Most Latvian history textbooks for school 
children published after 1991 seem to exaggerate the achievement of independence as the fruit of 
step-by-step domestic and internal political efforts.
　　The author suggests that the above textbook descriptions of the achievement of Latvian 
statehood, when considered together with Meierovics’ activities abroad in London and Paris at the 
beginning of the Latvian statehood, show the fragile framework of the Latvian People’s Council.
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ラトヴィヤは 1918 年 11 月 18 日に独立を宣言し，
現在この日が独立記念日となっている。
























めた 1917 年から 100 周年にあたる 2017 年に始まり，
2018 年 11 月 18 日（独立記念日）をクライマックス
として，国際社会で承認を得た 1921 年から 100 周




この国家プロジェクトでは，2013 年に 4 巻計 2400
ペ ー ジ か ら な る『ラ ト ヴ ィ ヤ 人 と ラ ト ヴ ィ ヤ
（Latvieši un Latvija）』がラトヴィヤ語で出版され，
その第 1 巻は「ラトヴィヤ人（Latvieši）」，第 2 巻
は「ラトヴィヤにおける国家性とラトヴィヤ国家─
獲得と喪失─（Valstskums Latvijā un Latvijas valsts-
Izcīnītā un zaudētā-）」，第 3 巻は「回復したラトヴ
ィヤ国（Atjaunotā Latvijas valsts）」，第 4 巻 は「ラト










語で出版された。上述の 2 巻本のうち，第 1 巻は
「国家としてのラトヴィヤ」に焦点をあてた 100 年
間を記念する内容であり，第 2 巻は古代から国家成





すでに，2005 年の『20 世紀ラトヴィヤの歴史』（D. 
Bleiere, I. Butulis, I. Feldmanis, A. Stranga, A. Zunda, 






Feldmanis, A. Stranga, J. Taurēns, A. Zunda, Latvijas 
Ārpolitika un Diplomātija 20. Gadsimtā, Rīga 2016）
がある。ラトヴィヤの外交に関する研究では，『ラ
トヴィヤの外交と外交官（1918-1940）』（R. Treijs, 
Latvijas Diplomātija un Diplomāti （1918-1940）, Rīga 
2003）や『ラトヴィヤ共和国の外交活動 1918-1941』
（Latvijas Republikas Ārlietu Dienests 1918-1941, Rīga 
2005），さらにラトヴィヤ国立歴史アーカイブが
2003 年に出版した『ラトヴィヤの外交活動の担い
手 1918-1991 年 ─ 略 歴 録』（Latvijas valsts vēstures 
arhīvs, Latvijas ārlietu dienesta darbinieki 1918-1991: 





1　Deep Sea Studios, Rīgā　http://deepseastudios.lv/projects/zigfrids/　＜2018年11月11日閲覧＞
2　 首都リーガの戦争博物館の前の，「1917 年-1921 年のラトヴィヤの独立への道の歴史的な節目」と題された屋外展示
は，その代表的なものである。2018 年 8 月 30 日，確認。




































































5 月 9-10 日（露暦 4 月 26-27 日）に，東部のラトガ
4　 現在のラトヴィヤ憲法には，1922 年 2 月 15 日にラトヴィヤの憲法制定会議によって採択されたことと議長のチャク
ステ（J. Čakste）の署名が記されている。
5　Latvia and Latvians, Riga 2018, pp.10-11．
6　Forel, A., Osolin, Austra, Für ein freies Lettland im freien Russland!, Basel 1917.
















史 II』の第 2 巻は，第一次世界大戦から 1990 年代
末までのラトヴィヤの歴史を扱っている。この教科
























（J. Čakste）であった。第 1 回会合は，ラトヴィヤ
人居住地域のヴァルカ10 に集まり，11 月 29 日-12
月 2 日（露暦 11 月 16-19 日）に開催された。第 2 回
会 合 は，1918 年 1 月 28-31 日（露 暦 1 月 15-18 日）
にペテルブルクで開催，「ラトヴィヤを自立した
（patstāvigai）民主共和国に」を決議し，1 月 30 日





















会主義共和国の歴史』12 では，1918 年 11 月にラト
8　Latvia and Latvians, p.11. 
9　Latvijas vesture vidusskolai II, Riga 2000, 40. lp.
10 現在は，エストニア側とラトヴィヤ側に町があり，当時は，ラトヴィヤ人とエストニア人が居住していた。
11 Latvijas vesture vidusskolai II, 40. lp.













（P. Stučka）が 1 月 4 日にリーガに入り，13 日には
ラトヴィヤ第 1 回パドメを招集したことを示し，地












































修了，その後，1906 年から 1907 年にかけて，リー
ガのミロノフ商業学校へ進学し，金メダルを得て卒
業している。1907 年から 1911 年には，リーガ工科
大学15 の商業科に進学，ビジネス行政の修士号を
取得し首席で卒業した。1909 年から 1915 年には，
リーガのオラフ商業学校で教鞭を執った。
　1915 年 8 月からは，銀行員や大学講師も務めて
いたモスクワで，同時に，ラトヴィヤ人避難民中央






にもかかわった。1916 年 5 月から 1917 年にレーゼ
13 Fr. Zālītis, Latvijas vesture, Rīgā 1991（1937 版の再発行）, 283-288. lpp.
14 Latvijas Ārlietu Dienesta Darbinieki 1918-1991 , Rīgā 2003, 204-207. lpp.











た。1917 年 12 月-1918 年 7 月，LPNP の外交部門
のメンバーを務めた後，ストックホルムでの活動を
経て，1918 年 7 月からは，在ロンドンの代表とし
て活動を始めた。
　1918 年 11 月-19 年 5 月 ま で 外 相，1919 年 11 月
-12 月はラトヴィヤ臨時政府の在英代表でもあった。
1919 年 1-12 月は，パリ講和会議におけるラトヴィ




11 月から LTP に参加。1920 年 5 月には戦闘の功
績で大尉に昇進したが，同年 9 月に正式に退役した。
　1921 年 6 月-1922 年 11 月，1923 年 6 月-1924 年











1917 年ロシア 3 月（露暦 2 月）革命後に，クルゼメ，
ヴィジェメ，ラトガレの地方会議が次々と招集され


































の 2 月末と 8 月にイギリスから，4 月と 10 月には
フランスからも経済的支援が付与された。18 このよ
16 Fr. Zālītis, Latvijas vesture, 282-288. lpp.
17 Valka: 現在は，エストニアとラトヴィヤの国境をまたぎ，エストニアでは，Valga と呼ばれる。
18  イギリスからは，2 月に月額 5 万ルーブルを 4 か月分一括前払い，追加が 8 月にあった．フランスからは，4 月に 10






1918 年 7 月には最初の LPNP 情報局をストックホ
ルムに開設した。その後，ロンドンに到着したのは





















11 月 11 日の写しが持参され，これに対しての回答
を本省に問い合わせたのである。19 まだ，ラトヴィ





ラトヴィヤで，LTP が独立を宣言したのは 1918 年





























1920 , Berlin 1961, S. 43; Anderons, E., “Die baltische Frage und die internationale Politik der alliierten und 
assoziiertn Mächte 1918-1921,” in:Von den baltischen Provinzen zu den baltischen Staaten. Beiträge zur 
Entstehungsgeschichte der Republiken Estland und Lettland 191-1920 , Hrsg. Von J. v. Hehn, H. v. Rimscha, H. 
Weiss, Marburg 1977, S. 264.
19  在ロンドン珍田大使より内田外務大臣宛，No. 1079. 1918 年 11 月 30 日起草，12 月 2 日外務省着．『各国分離合併関
係雑件』＜「ラトビア国」独立の件＞，外務省外交史料館文書（以下，JMFA）1.4.3.5.IV-2.
20 内田外相より在ロンドン珍田大使宛，秘密，特別，1919 年 1 月 11 日，前掲書，JMFA, 1.4.3.5.IV-2.














の代表団は，1919 年 1 月にパリに到着，ラトヴィ
ヤの独立と国際的承認を得るための任務についた。
1 月 23 日から 12 月 14 日までのパリ滞在期間に，









6 月 10 日に講和会議のバルト委員会に対して提出
した覚書（Memorandum on Latvia: Addressed to the 


































　8 月 8 日の第 89 回会合では，計 34 のメモを作成
22  M. Skujenieks（政務，科学・文化担当アドバイザザー）， J. Kreicbergs, V. Skubiņš（経済，農業担当アドバイザー）A. 
Brēmers（経済，農業担当アドバイザー）。他にも，ラトガレ地方の代表として，J. Grišāns も加わっている。
23  パリに派遣された代表団の会合の詳細な議事録は，ラトヴィヤ歴史国立文書館に保存されているが，その発行につ
いて，2017 年 2 月 7 日付のラトヴィヤ外務省の HP ニュースで紹介されている。https://www.mfa.gov.lv/ministrija/
arlietu-dienesta-vesture/izstades/izdevums-latvija-parizes-miera-konference-1919-gada-delegacijas-sezu-
protokoli　＜2018 年 11 月 18 日閲覧＞
24  http://petijumi.mk.gov.lv/sites/default/files/title_file/AM_2016_petijums_Latvijas_Parizes_miera_
















1921 年 1 月 26 日にラトヴィヤは法的（de jure）に
























ティク』（Revue Baltique/ La Revue Baltique）である。




























年 11 月 18 日閲覧＞
27 Latvijas Ārlietu Dienesta Darbinieki 1918-1991 , 421-422. lpp.
